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貿
易
無
差
別
曲
線
・
最
適
関
税
下
の
消
費

可
能
性
曲
線
及
び
厚
生
経
済
学
の
基
本
定

理
に
関
す
る
一
考
察

一
　
は
じ
め
に

松
　
井

　
か
つ
て
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ミ
ー
ド
は
消
費
無
差
別
曲
線
か
ら
貿
易
無
差
別

曲
線
を
導
い
た
際
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
命
魑
を
述
べ
た
。
「
任

意
の
点
に
お
け
る
貿
易
無
差
別
曲
線
の
傾
き
は
、
こ
れ
に
対
応
す
る
消
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

無
差
別
曲
線
の
、
こ
れ
に
対
応
す
る
点
に
お
け
る
傾
き
に
等
し
い
。
」
こ

れ
を
「
ミ
ー
ド
の
命
題
」
と
呼
ぼ
う
。

　
本
稿
の
目
的
は
、
第
一
に
、
こ
の
命
題
に
対
す
る
ミ
ー
ド
の
証
明
を
よ

り
簡
潔
に
表
現
し
、
第
二
に
、
こ
の
簡
潔
な
証
明
法
が
最
適
関
税
下
の
消

費
可
能
性
曲
線
の
重
要
な
性
質
の
証
明
に
応
用
で
き
る
こ
と
を
示
し
、
第

三
に
、
こ
の
証
明
法
を
用
い
て
厚
生
経
済
学
の
基
本
定
理
を
わ
か
り
や
す

く
証
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
』
．
向
．
旨
8
忌
一
」
O
S
§
ミ
ミ
県
H
ミ
ミ
§
ミ
§
ミ
箏
ミ
“

　
　
■
o
目
o
o
p
o
8
H
o
q
o
＞
＝
竃
涛
o
自
三
旨
一
畠
竃
一
甲
ご
．

二
　
貿
易
無
差
別
曲
線

　
図
1
を
見
よ
う
。
％
、
眺
は
一
国
の
輸
出
財
と
輸
入
財
の
消
費
最
、
曲

線
4
は
あ
る
杜
会
的
効
用
水
準
に
お
け
る
こ
の
国
の
消
費
無
差
別
曲
線
で

あ
る
。
ま
た
、
伽
、
物
は
こ
の
国
の
輸
出
財
と
輸
入
財
の
生
産
量
、
羽
形

伽
ρ
伽
は
こ
の
国
の
生
産
可
能
性
曲
線
（
生
産
ブ
ロ
ヅ
ク
）
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
抑
、
晩
は
こ
の
国
の
輸
出
財
輸
出
量
、
輸
入
財
輸
入
量
で
あ
る
。

貿
易
無
差
別
曲
線
ム
は
、
生
産
ブ
ロ
ッ
ク
伽
9
伽
を
消
費
無
差
別
曲
線
4

に
接
す
る
よ
う
に
平
行
移
動
さ
せ
た
と
き
、
点
ρ
の
描
く
軌
跡
で
あ
る
。

ミ
ー
ド
の
命
題
の
図
形
的
表
現
は
、
点
9
に
お
け
る
曲
線
ム
の
傾
き
が
点

s
に
お
け
る
曲
線
4
の
傾
き
に
等
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
ミ
ー
ド
は
こ
の
命
題
の
証
明
を
次
の
よ
う
に
行
な
っ
た
。
「
生
産
ブ
ロ

ヅ
ク
の
角
が
ρ
か
ら
α
へ
動
く
と
き
、
こ
の
移
動
の
垂
直
成
分
は
、
曲
線

4
に
沿
っ
て
接
点
が
s
か
ら
T
へ
移
動
す
る
こ
と
の
垂
直
成
分
（
、
皿
）
と

生
産
ブ
回
ヅ
ク
に
沿
っ
て
接
点
が
ぷ
か
ら
T
へ
移
動
す
る
こ
と
の
垂
直
成

分
（
α
）
と
の
和
か
ら
成
る
。
婁
言
す
れ
ぱ
、
ω
λ
国
に
お
い
て
ヨ
リ
多

く
（
、
皿
）
の
3
国
輸
出
財
が
消
費
さ
れ
る
こ
と
と
、
㈹
五
国
に
お
い
て
ヨ

リ
少
し
（
α
）
の
3
国
輸
出
財
が
生
産
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヨ
リ
多

く
の
3
国
輸
出
財
が
λ
国
に
輸
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
筥
．
同
様
に
し
て
、
9

か
ら
α
へ
の
移
動
の
水
平
成
分
は
、
4
曲
線
に
沿
っ
た
移
動
の
水
平
成
分

（
び
）
と
生
産
ブ
ロ
ヅ
ク
に
沿
っ
た
移
動
の
水
平
成
分
（
b
）
と
の
和
に

等
し
い
。

　
Q
と
α
と
の
間
に
お
け
る
曲
線
4
の
傾
き
は
（
s
＋
s
、
）
㌔
（
Φ
十
｝
、
）
に
等

し
い
。
い
ま
α
を
Q
に
近
づ
け
る
と
、
s
言
は
生
産
プ
ロ
ッ
ク
に
対
す
る
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接
点
の
傾
き
に
近
づ
き
、
s
、
さ
、
は
曲
線
ら
に
対
す
る
接
点
の
傾
き
に
近

づ
く
。
そ
し
て
点
8
に
お
い
て
こ
れ
ら
二
つ
の
傾
き
は
互
い
に
等
し
い
。

と
こ
ろ
が
ミ
｝
”
s
、
鳶
、
の
と
き
加
比
の
理
に
よ
り
8
着
“
s
、
さ
、
1
1
（
s
＋
昌
、
）
、

（
｝
十
｝
、
）
と
な
る
。
言
い
換
え
れ
ぱ
、
点
ρ
に
お
け
る
曲
線
4
の
傾
き
は
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点
8
に
お
け
る
曲
線
4
及
ぴ
生
産
ブ
ロ
ヅ
ク
の
傾
き
に
等
」
N
〆
」

　
以
上
の
、
・
、
ー
ド
に
よ
る
証
明
を
本
稿
で
は
次
の
よ
う
に
ヨ
リ
簡
潔
に
示

す
。　
図
1
に
お
い
て
、
点
9
に
お
け
る
吻
、
吻
の
値
と
点
8
に
お
け
る
巧
、

眺
、
伽
、
伽
の
値
と
の
間
に
は
次
の
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
る
。

η
坐
　
　
　
　
　
θ

ま
た
、
点
8
に
お
い
て
曲
線
4
と
生
産
ブ
回
ヅ
ク
と
は
接
し
て
い
る
か
ら
、

　
　
魯
“
魯
も

　
　
到
“
創
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

が
成
り
立
っ
て
い
る
。
点
ρ
に
お
け
る
曲
線
4
の
傾
き
と
点
8
に
お
け
る

曲
線
4
の
傾
き
と
が
等
し
い
こ
と
は
代
数
的
に
は
①
及
ぴ
②
の
下
で

　
　
暑
。
　
暑
－

　
　
到
－
1
到
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
邊
）

が
成
り
立
つ
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
等
式
③
の
成
立
は
次
の
よ
う
に
証
明

で
き
る
。
①
よ
り

こ
こ
に
②
よ
り

　
　
魯
句
き
宕

　
　
暑
。
§
。

よ
づ
て

835



一橘論叢第90巻第6号（128）

図2

吹，伽

ψ
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∫
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、
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、

、

、

、

P 、

、

、

Q，T

ル，■I

〃

　
　
冬
一
　
暑
o

　
　
き
－
　
ぎ
。

す
な
わ
ち
、
点
9
に
お
け
る
曲
線
4
の
傾
き
と
、
点
8
に
お
け
る
曲
線
4

の
傾
き
と
は
等
し
い
。

　
（
1
）
　
旨
o
邑
9
o
勺
．
q
↓
1
｝
や
ご
－
定
－

（
2
）
　
図
ユ
に
お
い
て
軌
軸
と
物
軸
と
は
逆
向
き
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。

三
　
最
適
関
税
下
の
消
費
可
能
性
曲
線

　
以
上
と
同
様
の
方
法
に
よ
り
、
最
適
関
税
下
の
消
費
可
能
性
曲
線
の
重

要
な
性
質
も
証
明
で
き
る
。

　
図
2
に
お
い
て
、
曲
線
σ
S
T
は
、
弓
形
9
S
月
の
基
点
ρ
が
曲
線
P

9
月
上
を
動
く
と
き
、
そ
の
縁
が
描
く
包
絡
線
で
あ
る
。
恥
、
晩
、
伽
、

物
、
吻
、
吻
を
第
二
節
と
同
様
に
定
義
し
、
曲
線
p
ρ
R
を
自
国
の
生
産

可
能
性
曲
線
、
曲
線
Q
8
3
を
自
余
の
世
界
の
オ
フ
ァ
ー
・
力
ー
ブ
と
す

れ
ぱ
、
曲
線
σ
s
τ
は
自
国
に
と
っ
て
最
適
関
税
下
の
消
費
可
能
性
曲
線

　
（
1
）

と
な
る
。

　
こ
の
曲
線
の
重
要
な
性
質
は
、
「
包
絡
点
s
に
お
け
る
曲
線
σ
8
T
の

傾
き
、
す
な
わ
ち
曲
線
3
8
9
の
傾
き
が
、
点
9
に
お
け
る
曲
線
p
9
五

の
傾
き
に
等
し
い
」
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
幾
何
命
題
は
次
の
幾
何
命
題
と
同
値
で
あ
る
。
「
図

2
に
お
い
て
、
曲
線
P
ρ
亙
は
、
弓
形
9
S
3
の
縁
が
曲
線
σ
8
T
に
接

す
る
よ
う
に
動
く
と
き
弓
形
の
基
点
9
の
描
く
軌
跡
で
あ
る
。
こ
の
曲
線

p
9
五
の
点
9
に
お
け
る
傾
き
は
、
曲
線
σ
8
T
の
点
8
に
お
け
る
傾
き

に
等
し
い
。
」

　
後
者
の
幾
何
命
題
に
お
い
て
は
包
絡
線
な
る
概
念
は
出
て
来
な
い
。
そ

し
て
こ
の
命
題
の
証
明
は
第
二
節
と
同
様
の
方
法
で
行
な
う
こ
と
が
で
き

る
。
　
す
な
わ
ち
、
図
2
に
お
い
て
は
、
図
1
に
お
け
る
と
同
様
、
次
の
関
係

が
成
り
立
っ
て
い
る
。

836



（129）研究ノート

㍗
∬
一
一

◎
、

ま
た
、
点
s
に
お
い
て
曲
線
σ
8
T
と
曲
線
ρ
8
万
と
は
接
し
て
い
る
か

ら　
　
暑
。
　
魯
－

　
　
1
1
－
l
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
、

　
　
き
o
　
鵯
ぷ

　
　
　
　
　
　
（
里
）

が
成
り
立
っ
て
い
る
。
点
9
に
お
け
る
曲
線
ア
9
五
の
傾
き
と
、
点
8
に

お
け
る
曲
線
σ
8
T
の
傾
き
と
が
等
し
い
こ
と
は
、
代
数
的
に
は
①
及
び

②
の
下
で

　
　
魯
句
魯
。

　
　
－
1
－
1
　
　
　
　
　
　
．
．
　
　
．
　
　
i
　
　
　
　
　
㊥
、

　
　
ぎ
喧
き
“

が
成
り
立
つ
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
等
式
③
の
証
明
は
、
第
二
節
に
お
け

る
等
式
③
の
証
明
と
同
様
で
あ
る
。

　
か
く
て
第
二
節
と
同
様
の
証
明
法
が
最
適
関
税
下
の
消
費
可
能
性
幽
線

の
重
要
な
性
質
の
証
明
に
も
使
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す

ぺ
き
こ
と
は
、
本
来
包
絡
線
の
定
理
を
用
い
て
証
明
す
べ
き
命
題
が
、
こ

の
定
理
を
用
い
ず
に
簡
潔
に
証
明
さ
れ
た
工
と
で
あ
ゐ
。

　
（
1
）
．
最
適
関
税
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
小
宮
隆
太
郎
、
天
野
明
弘

　
　
『
国
際
経
済
学
』
岩
波
書
店
、
　
一
九
七
二
年
、
勺
o
．
．
H
ミ
ー
一
ミ
参
照
。

　
　
な
お
、
同
番
ラ
ー
ぎ
誼
6
）
で
は
、
最
適
関
税
下
の
消
費
可
能
性
曲

　
　
線
の
性
質
に
つ
い
て
、
ミ
ー
ド
が
貿
易
無
差
別
曲
線
の
性
質
に
つ
い

　
　
て
用
い
た
の
と
同
様
の
証
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
　
図
2
に
お
い
て
伽
軸
と
巧
軸
と
は
逆
向
き
で
あ
る
こ
と
に
注

　
　
意
。

四
　
厚
生
経
済
学
の
基
本
定
理

　
最
適
関
税
下
の
消
費
可
能
性
曲
線
の
性
質
と
同
様
本
来
包
絡
線
の
定
理

を
用
い
て
証
明
す
ぺ
き
命
題
で
あ
り
な
が
ら
、
実
は
第
二
節
で
用
い
た
の

と
同
じ
方
法
で
簡
潔
に
証
明
で
き
る
命
魍
と
し
て
、
厚
生
経
済
学
の
基
本

定
理
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
図
3
に
お
い
て
、
曲
線
σ
8
T
は
、
斜
線
部
の
ブ
ー
メ
ラ
ン
（
角
の
あ

る
）
の
角
の
点
9
が
曲
線
p
9
五
上
を
動
く
と
き
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
内
側

の
縁
3
8
σ
が
描
く
包
絡
線
で
あ
る
。

　
い
ま
、
二
財
z
、
砂
を
二
消
費
者
ω
、
あ
が
消
費
す
る
社
会
を
考
え
、

た
と
え
ぱ
α
氏
に
よ
る
”
財
消
費
量
を
％
の
よ
う
に
記
す
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

そ
し
て
曲
線
p
ρ
月
を
こ
の
社
会
金
体
と
し
て
の
消
費
可
能
性
曲
線
、
曲

線
3
8
σ
を
ろ
氏
の
効
用
無
差
別
曲
線
の
一
つ
と
す
れ
ぱ
、
曲
線
σ
8
T

は
、
b
氏
の
効
用
水
準
一
定
の
も
と
で
の
砒
氏
の
消
費
可
能
性
曲
線
と
な

る
o　
こ
の
曲
線
の
重
要
な
性
質
は
、
「
包
絡
点
8
に
お
け
る
曲
線
3
8
0
の

傾
き
が
、
点
ρ
に
お
け
る
曲
線
p
Q
五
の
傾
き
に
等
し
い
」
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
幾
何
命
魑
は
次
の
幾
何
命
題
と
同
値
で
あ
る
。
「
図

3
に
お
い
て
、
曲
線
P
9
亙
は
、
斜
線
部
の
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
縁
3
S
0
が

曲
線
σ
8
T
に
接
す
る
よ
う
に
動
く
と
き
、
プ
ー
メ
ラ
ン
の
角
の
点
9
が

描
く
軌
跡
で
あ
る
。
こ
の
曲
線
p
9
刃
の
点
9
に
お
け
る
傾
き
と
、
曲
線

3
8
0
の
点
8
に
お
け
る
傾
き
と
は
等
し
い
。
」

　
第
三
節
と
同
様
、
こ
こ
で
も
後
者
の
幾
何
命
題
に
お
い
て
は
包
絡
線
な

る
概
念
は
出
て
来
な
い
。
そ
し
て
こ
の
命
題
の
証
明
は
や
は
り
第
二
節
と
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図3

”．””．〃o

1〕

Q
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、一
0

C 丁灰工．

勿

勿

同
様
の
方
法
で
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
図
3
に
お
い
て
、
点
9
に
お
け
る
”
、
砂
、
％
、
伽
の
値

と
、
点
8
に
お
け
る
吻
、
吻
の
値
と
の
間
に
は
次
の
関
係
が
成
り
立
っ
て

い
る
。

竈
坐

◎
、
、

ま
た
、
点
8
に
お
い
て
曲
線
3
s
o
と
曲
線
σ
s
T
と
は
接
し
て
い
る
か

ら
、　
　
曇
o
曇
畠

　
　
1
1
1
－
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
、
、

　
　
き
o
き
目

　
　
　
　
　
　
（
2
〕

が
成
り
立
っ
て
い
る
。
点
ρ
に
お
け
る
曲
線
p
9
刀
の
傾
き
と
点
8
に
お

け
る
曲
線
ム
8
0
の
傾
き
と
が
等
し
い
こ
と
は
、
代
数
的
に
は
α
及
ぴ
σ

の
下
で

　
　
魯
　
魯
o

　
　
－
1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
、
、

　
　
き
　
註
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
〕
　
　
　
　
’

が
成
り
立
つ
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
等
式
⑨
の
証
明
は
、
第
二
節
に
お
け

る
等
式
⑨
の
証
明
と
同
様
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
図
3
で
点
9
に
お
け
る
曲
線
D
・
9
刀
の
傾
き
と
点
8
に
お

け
る
曲
線
万
8
0
の
傾
き
と
が
等
し
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
は
、
経

済
学
的
に
は
「
厚
生
経
済
学
の
基
本
定
理
」
が
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
曲
線
σ
8
T
は
、
b
氏
の
効
用
水
準
を
一
定
に
保
っ
た
ま
ま
α
氏
が
さ

ま
ざ
ま
な
両
財
消
費
最
を
選
択
す
る
と
き
、
α
氏
に
と
っ
て
最
大
隈
達
成

可
能
な
両
財
消
費
量
の
組
合
せ
の
集
合
、
す
な
わ
ち
α
氏
の
消
費
可
能
性

曲
線
を
示
す
。
α
氏
と
し
て
は
、
こ
の
自
ら
の
消
費
可
能
性
曲
線
と
自
ら

の
効
用
無
差
別
曲
線
と
の
接
点
（
図
4
の
点
8
）
で
消
費
を
行
な
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

が
で
き
れ
ぱ
、
自
ら
の
効
用
水
準
を
最
高
（
図
4
の
軌
）
に
で
き
る
。
し

か
し
、
も
し
ろ
氏
が
自
ら
の
効
用
無
差
別
曲
線
上
で
点
s
以
外
の
任
意
の

838



（131）研究ノート

点
（
た
と
え
ぱ
図
4
の
γ
点
）
を
選
べ
ぱ
、
こ
の
点
を
通
る
α
氏
の
効
用

　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

無
差
別
曲
線
は
軌
よ
り
も
必
ず
低
位
（
図
4
の
↓
）
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
即
ち
、
こ
の
社
会
の
消
費
可
能
性
曲
線
を
所
与
と
し
、
他
方
b
氏
の
効

用
水
準
を
一
定
に
保
つ
か
ぎ
り
、
α
氏
の
効
用
水
準
が
最
高
に
な
る
の
は
、

α
氏
の
効
用
無
差
別
曲
線
が
σ
氏
の
消
費
可
能
性
曲
線
と
接
す
る
点
8
で

q

〃

図4

”

∫

γ、＼

、
∫

〃

工μo灰
　
　
　
榊

Uo'! g
 
~f d 

仏Iコ

τ
、
C

勿

，
刎

，
軌

勿

α
．
b
両
者
間
に
財
分
配
が
行
な
わ
れ
る
と
き
、
そ
の
と
き
の
み
・
で
あ

る
。
こ
こ
に
、
あ
氏
の
効
用
水
準
を
一
定
に
保
っ
た
ま
ま
α
氏
の
効
用
水

準
を
最
高
に
す
る
よ
う
な
財
分
配
と
は
、
「
パ
レ
ー
ト
最
適
な
所
得
分
配
」

に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
パ
レ
ー
ト
最
適
な
所
得
分
配
は
、
凸
氏
の
効

用
無
差
別
曲
線
が
、
氏
の
消
費
可
能
性
曲
線
と
接
す
る
点
で
、
そ
の
点
で

の
み
、
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
上
記
の
証
明
に
よ
り
、
任
意
の
接
点
に
お
け
る
曲
線
σ
8

丁
及
ぴ
曲
線
3
s
σ
の
傾
き
と
、
そ
の
点
に
対
応
す
る
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
角

に
お
け
る
曲
線
D
・
9
五
の
傾
き
と
は
等
し
い
。
（
こ
の
こ
と
は
図
4
で
は

ミ
ー
、
及
ぴ
§
ミ
§
、
で
示
さ
れ
て
い
る
。
）
と
こ
ろ
が
図
4
の
点
8
で
は
、

さ
ら
に
、
、
氏
の
効
用
無
差
別
曲
線
（
卯
）
が
ω
氏
の
消
費
可
能
性
曲
線

に
接
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
で
は
曲
線
σ
8
T
の
傾
き
、
曲

線
3
8
0
の
傾
き
（
b
氏
の
隈
界
代
替
率
）
、
曲
線
附
の
傾
き
（
α
氏
の

限
界
代
替
率
）
、
及
ぴ
こ
の
点
に
対
応
す
る
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
角
9
に
お
け

る
曲
線
p
9
見
の
傾
き
（
生
産
に
お
け
る
限
界
転
形
率
）
の
四
者
が
す
べ

て
等
し
い
。
つ
ま
り
、
図
4
の
点
8
及
ぴ
こ
れ
に
対
応
す
る
点
ρ
と
は
、

端
的
に
言
え
ぱ
、
生
産
及
ぴ
消
費
の
両
局
面
に
お
い
て
同
一
の
財
相
対
価

格
の
も
と
で
利
潤
及
ぴ
各
消
費
者
の
効
用
が
極
大
化
さ
れ
て
い
る
状
況
、

す
な
わ
ち
「
競
争
均
衡
」
の
状
況
に
他
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
図
4
で
、
パ
レ
ー
ト
最
適
な
所
得
分
配
が
点
8
に
お
い

て
の
み
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
バ
レ
ー
ト
最
適
な
所
得
分
配
が
競

争
均
衡
に
お
い
て
の
み
な
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
㌧
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

は
「
厚
生
経
済
学
の
基
本
定
理
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
図
3
及
ぴ
図
4
に
お
い
て
任
意
の
接
点
に
お
け
る
曲
線
ひ
8
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丁
及
び
曲
線
B
8
0
の
傾
き
と
、
そ
の
点
に
対
応
す
る
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
角

に
お
け
る
曲
線
p
ρ
五
の
傾
き
と
が
等
し
い
と
い
う
命
題
は
、
厚
生
経
済

学
の
基
本
定
理
が
成
り
立
つ
と
い
う
命
題
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
本
稿

で
は
前
者
の
命
題
の
証
明
を
、
包
絡
線
の
定
理
を
使
わ
ず
に
、
初
歩
的
な

徴
分
法
の
み
で
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
こ
の
社
会
が
閉
鎖
経
済
な
ら
ば
、
こ
の
曲
線
は
生
産
可
能
性
曲

　
　
線
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
図
3
に
お
い
て
”
、
伽
軸
と
物
軸
、
型
、
伽
軸
と
吻
軸
は
そ
れ

　
　
ぞ
れ
逆
向
き
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。

　
（
3
）
　
熊
谷
尚
夫
『
経
済
政
策
原
理
』
岩
波
書
店
、
　
一
九
六
四
年
、

　
　
o
■
胃
o
。
及
ぴ
小
宮
・
天
野
、
前
掲
書
や
H
0
。
阜
参
照
。

　
　
　
厚
生
経
済
学
の
基
本
定
理
は
ま
た
、
「
競
争
均
衡
の
も
と
で
の
各

　
　
消
費
者
の
効
用
の
組
合
せ
の
集
合
と
、
超
効
用
可
能
性
曲
線
（
Ω
、
竃
o

　
　
d
巨
－
身
弔
O
竃
げ
旨
身
O
口
『
き
）
と
は
一
致
す
る
。
」
と
言
い
表
わ
し

て
も
よ
い
。
超
効
用
可
能
性
曲
線
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
荒
憲
治
郎

編
著
『
セ
ミ
ナ
ー
経
済
学
教
室
M
1
3
近
代
経
済
学
』
、
日
本
評
論
社
、

。
一
九
七
六
年
十
一
月
、
第
1
0
章
参
照
。

　
　
　
五
　
結
語

　
本
稿
に
お
い
て
は
貿
易
無
差
別
曲
線
及
ぴ
最
適
関
税
下
の
消
費
可
能
性

曲
線
の
重
要
な
性
質
、
さ
ら
に
厚
生
経
済
学
の
基
本
定
理
の
証
明
を
、
包

絡
線
の
定
理
を
用
い
ず
に
行
な
ウ
た
。
上
記
三
件
は
共
通
の
簡
潔
な
方
法

で
証
明
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
本
稿
の
方
法
に
よ
り
、
国
際
貿
易
理

論
及
ぴ
厚
生
経
済
学
が
い
っ
そ
う
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
な
れ
ぱ
幸
い
で

あ
る
。

　
＊
　
本
稿
の
作
成
に
際
し
池
間
誠
教
授
及
び
本
詰
の
レ
フ
ェ
リ
ー
の
功

　
　
言
を
頂
い
た
こ
と
を
記
し
て
謝
辞
に
代
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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